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エロージョンの発生可能性評価 
 

1. 目的 

 SG 伝熱管の管支持板部に周辺流体の衝突によるエロージョン＊1が発生しないことを

評価する。 

＊1：管内外を流れる水により配管表面が摩耗する現象 

 

2. 方法 

 ウォータージェットテスト（室温）によりエ

ロージョン発生限界流速を求め、実機流速と比

較する。 

 エロージョンの評価においては管内外に差異

はないため、管外面に正面から噴流を衝突させ

た試験結果を基に評価する。 

 

3. 評価結果 

TT600製伝熱管のエロージョンが発生する限界流速は約 70m/s以上であり、当該部の

実機流速は 3m/s以下であることからエロージョンの発生可能性はない。 
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エロ—ジョンの限界流速の温度影響 
 

 

エロージョンが発生する限界流速の知見として、常温での試験結果を用いているが、限界

流速の温度影響について、以下に説明する。 

 

  エロージョンのメカニズム 

  エロージョンは、流体が金属表面に衝突することで生じる機械的な衝撃力で材料が
損傷する現象である。 

  温度は流体因子のうち密度、材料因子のうち硬さに影響する。 

 

＜流体因子（密度）＞ 

  ＳＧ２次側温度２６９℃での水の密度は７６９ｋｇ／ｍ３であり、常温（２０℃）

に比べ約２割小さい。 

  密度が低下するとエロージョンが生じにくくなる。（限界流速は上昇する。） 

 

＜材料因子（硬さ）＞ 

  実機伝熱管温度約３００℃での硬さは約１．５９ＧＰａであり、常温に比べ約
１割小さい※１。 

  硬さが低下するとエロージョンが生じやすくなる。（硬さが約 1 割低下すると、

限界流速は約２ｍ／ｓ低下する。）（図１）※２ 

 

⇒ 保守的に材料因子（硬さ）の温度影響のみを考慮しても、限界流速は約６８ｍ／

ｓであり、ＳＧ２次側器内流速約３ｍ／ｓに対して十分余裕がある。（図２） 
※１：材料メーカカタログ（インコネル 600合金）の単位を換算 

※２：材料と環境，57，146-152(2008)，磯本ら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温度の影響は小さく、常温の知見を用いても問題ない。 

材料硬さ変化（約 1割） 

限界流速変化 

（約 2m/sの低下） 

図１ 限界流速と硬さの関係 

←実機流速約 3m/s 

図２ ウォータージェットテストによる限界流速 
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スケール剥離による減肉信号への影響 

1. 概要 

減肉信号とスケール付着信号は、周波数間の振幅・位相の相関関係が異なるため、スケール付着箇所の

信号はMIXフィルタを適用することで消去されるが、減肉信号は消去されない。そこで、実機で検出され

た信号と、スケール付着・剥離（EDMスリット有り）およびスケール付着・剥離（EDMスリット無し）

の信号を比較し、スケール付着箇所の信号と減肉信号の違いを実験的に示した。また、局所的なスケール

剥離について、ECTでの信号検出性を確認した。 
 

2. 試験方法 

2.1 スケール付着・剥離（EDMスリット有り）の試験片データ 

深さ 59％、長さ 5mm、幅 0.4mmの外面周方向矩形 EDMスリットが付与された伝熱管外面に四三

酸化鉄を薄く延ばした厚さ 1.0mm 程度の模擬スケールを貼り付け、スリット直上に当たる部分に、ス

リット同様の切れ目を入れた。この伝熱管で ECTデータを取得した。 

2.2 スケール付着・剥離（EDMスリット無し）の試験片データ 

伝熱管外面に四三酸化鉄を薄く延ばした厚さ 1.0mm 程度の模擬スケールを貼り付け、模擬スケール

に長さ約 4mm(周方向)、幅約 0.5mm(軸方向)の切れ目を入れ、局所的なスケール剥離を模擬した。こ

の伝熱管で ECTデータを取得した。 
 

3. 結果 

取得したデータを表 1に示す。 

表 1 実機信号とスケール付着・剥離（EDMスリット有り），スケール付着・剥離（EDMスリット無し）比較 

実機信号（B-SG X54 
Y4） 
MIX 

スケール付着・剥離 
（EDMスリット有り）

MIX 

スケール付着・剥離 
（EDMスリット無し）

MIX 

  

 

 

 

MIXフィルタによりスケー
ル付着箇所の信号は消去さ
れたが，EDMスリット信
号は検出された。 

 

 
 
 
 
 
MIXフィルタによりスケー
ル付着箇所の信号は消去さ
れた。 

実機信号（B-SG X54 
Y4） 

100kHz 

スケール付着・剥離 
（EDMスリット有り）

100kHz 

スケール付着・剥離 
（EDMスリット無し）

100kHz 

  

 
 
 
 
 
 
スケール付着箇所の信号お
よび EDMスリット信号が
検出された。 

 

 

 

 

 
スケール付着箇所に信号は
確認できるものの局所的な
スケール剥離箇所は信号検
出されず。 

 

4. まとめ 

  スケール付着・剥離（EDMスリット有り）の試験片を用いた検証結果より、スケール付着箇所の信号は

MIXフィルタにより消去されるが、EDMスリットの信号は消去されず、有意な信号として検出される。 

  スケール付着・剥離（EDMスリット無し）の試験片を用いた検証結果より、局所的なスケール剥離箇所

では信号が検出されない。 

⇒実機信号はMIXフィルタを適用しても有意な信号が検出されていることから、スケール付着や局所的な

スケール剥離の信号ではなく、減肉信号と考えられる。 

以上 

EDMスリット信号 

C4B側

スケール付着箇所の信号 EDMスリット信号 

スケール剥離箇所 スケール付着箇所の信号 

C4B側

C2B側

C2B側

信号検出有り 信号検出有り 信号検出なし 
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異物形状および伝熱管との接触状態の推定 
 
 
Ｃ－ＳＧから回収した金属片については、実機伝熱管の減肉痕等の位置関係から伝熱管

との接触状態の推定を行った。また、金属片以外で想定される異物については、実機管支持

板の接触痕等の位置関係から、異物の形状および伝熱管との接触状態の推定を行った。 
 
１．Ｃ－ＳＧの金属片の接触状態 
Ｃ－ＳＧで回収した金属片が２箇所の減肉痕（図１）と接触するには、次の通り２つの姿

勢をとる必要があるものと推定した。 

 

・最初に金属片の角部が減肉痕②の位置で接触（伝熱管と管支持板の隙間に挟まり拘束※）

し、管支持板に対して角度を持った姿勢が維持され摩耗減肉が進展した（図２）。 

・減肉痕②の位置で減肉深さが２８％まで進展すると、金属片の拘束は緩和され、金属片は

より安定な姿勢（管支持板下面に張り付く状態）に変化するとともに②の減肉痕を与えた

角部が減肉痕①の位置に移動し、深さ５６％に至るまで摩耗減肉を与えた（図３）。 

・金属片が減肉痕①の位置で伝熱管と接触している間は、管支持板下面との接触も想定され

るが、管支持板下面で認められた接触痕の位置は整合している（図４）。 

 

  
 

 
図１ Ｃ－ＳＧ減肉痕の外観   図２ 減肉痕②との接触状態および姿勢変化のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 減肉痕①との接触状態のイメージ      図４ 管支持板下面の接触痕外観 
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異物形状および伝熱管との接触状態の推定 
 

 

 

※減肉痕②との接触状態の詳細を下記および参考図１の通り補足する。 

・管支持板ＢＥＣ穴のランド部は、角部にＲ状の面取りが施されており、また、ランド

部と伝熱管の間には約 0.2mm（公称値）の隙間がある。 

・金属片の厚みは約 0.2mmであることから、幾何学的にこの隙間に挟まることが可能で

あり、またランド部の角部はＲ状であることから、金属片は管支持板に対して角度を

持った状態で挟まることが可能である。 

・従って、Ｃ－ＳＧで回収した金属片については、高浜４号機前回定検で想定された異

物のように、流体力の作用で管支持板表面に押さえつけられなくとも、端部がＢＥＣ

穴ランド部と伝熱管の隙間に挟まった状態で支持され、管支持板下面に保持された可

能性があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図１ 減肉痕①での接触状態の詳細イメージ 
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異物形状および伝熱管との接触状態の推定 
 
 

２．金属片以外で想定される異物の形状および接触状態 
（１）Ｃ－ＳＧ 
Ｃ－ＳＧにおいて、回収した金属片単体以外で減肉痕①，②との接触する異物には、

下表１のパターンが考えられる。 
 

表１ Ｃ－ＳＧの金属片以外で想定される異物のパターン 

 

※管支持板表面の接触痕等と整合するよう異物の形状・位置を想定 
 
想定異物の外観は各パターンで異なるが、いずれも金属片と同等の大きさであり、ま

た伝熱管との接触状態（角部の接触角度）はいずれのパターンにおいても変わらないた

め、Ｃ－ＳＧにおいては、１．項で推定した金属片単体のパターンを代表に以降の検討

を行う。 
 
＜想定異物形状（Ｃ－ＳＧ）＞ 
想定異物１：長さ約２５ｍｍ、幅約４ｍｍ、厚さ１ｍｍ以下 
想定異物２：長さ約１６ｍｍ、幅約６ｍｍ、厚さ１ｍｍ以下 
想定異物３：長さ約１５ｍｍ、幅約７ｍｍ、厚さ１ｍｍ以下 
（参考）金属片：長さ約３３ｍｍ、幅約５ｍｍ、厚さ約０．２ｍｍ 
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異物形状および伝熱管との接触状態の推定 
 
 
（２）Ｂ－ＳＧ 
Ｂ－ＳＧにおいては、減肉痕と接触する異物には下表２のパターンが考えられる。 

 

表２ Ｂ－ＳＧで想定される異物のパターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：管支持板表面の接触痕等と整合するよう異物の形状・位置を想定 

※２：Ｃ－ＳＧの金属片と類似のガスケット片を想定 

 

両パターンとも異物の大きさは同等であり、また伝熱管との接触角度も変わらないた

め、Ｂ－ＳＧにおいては、パターン１の想定異物を代表に以降の検討を行う。 

 

＜想定異物（Ｂ－ＳＧ）＞ 

想定異物４：長さ約２４ｍｍ、幅約７ｍｍ、厚さ１ｍｍ以下 

想定異物５：長さ約２４ｍｍ、幅約５ｍｍ、厚さ約０．２ｍｍ 

 

 以 上  
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金属片と伝熱管の接触時における摩耗形態の推定 
 

 
 
金属片または金属片以外（以下「金属片等」）の異物との接触で伝熱管が摩耗する場合、

金属片等の異物の振動により摩耗するケースと伝熱管の振動により摩耗するケースが考え

られるため、両ケースの可能性について検討した。 
 
１．金属片等の異物振動のケース 
金属片等の異物が振動するには、端部が固定された状態で流体力を受けて振動する必

要があるため、本ケースでは金属片等の端部が拘束された片持ち梁の状態を想定する。こ

の想定に基づき図１の通り計算モデル＊１を設定し、ワークレート＊２の計算を行った。 
 

＊１ 片端が固定された金属片等の異物が流体力により１次モードで振動 
＊２ 摩耗体積を評価する一般式（Archardの式）で用いられる摩耗を生じさせる仕事率で、 
次の通り、押付力と摺動速度の積で表現される。 
＜Archardの式＞ 

= ×  ×  

：摩耗体積 

：比摩耗量（材質の組合せと摩耗モードで決まる材料係数：金属片と同材の SUS304を使用） 

 ：ワークレート（下記参照） 

：運転時間 

 
＜ワークレート計算式＞ 

  = × 2 / ζ ×  

 ：ワークレート[W] 
：押付力[N] 

：静的振幅[m] 

ζ：接触物の減衰比[%] 
：固有振動数[Hz] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 金属片等の異物の接触状態の計算モデル化概要（金属片等の異物振動ケース） 
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金属片と伝熱管の接触時における摩耗形態の推定 
 

 
この結果、金属片等の異物では流体力を受ける面積が小さく、有意なワークレートは発

生しないことを確認した。ワークレート計算結果を表１に示す。 
 

表１ 金属片振動のワークレート計算結果 
異物形状＊３ 

（mm） 

押付力 

（N） 

ワークレート 

（mW） 

実機減肉量 

再現可能性 
備考 

約 33×約 5×

約 0.2 
1 ＜0.01 × 

実機減肉量を再現するには 1mW

オーダーのワークレートが必要 

＊３金属片と金属片以外の異物は大きさが同等であり、生じるワークレートには有意な差

ないことから、金属片を代表ケースに選定 
 
２．伝熱管振動のケース 
本ケースでは、金属片等の異物が流体力によって管支持板下面で保持され、接触する伝

熱管のランダム振動＊４により伝熱管自身に減肉が発生したことを想定する。本想定下で

は、管支持板部の伝熱管の振幅は、伝熱管と管支持板ＢＥＣ穴ランド部＊５の隙間の範囲

に制限される（図２参照）。 
＊４ 蒸気と水が伝熱管に衝突する力と、伝熱管の周りに生じる乱流の力で伝熱管が振動する現象 
＊５ 管支持板に加工されている四ツ葉型管穴のうち凸面部 

 
  

 

図２ 金属片等の異物の接触状態の想定（伝熱管振動ケース） 

振動

減肉部

2次冷却⽔の流れ

管支持板

⾦属⽚等の異物
（管支持板下面で保持）

伝熱管と管支持板Ｂ
ＥＣ穴ランド部に隙
間※があり振動
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金属片と伝熱管の接触時における摩耗形態の推定 
 
そこで、本想定の実機との整合性を確認するため、減肉が認められた伝熱管について、

第３管支持板のＢＥＣ穴ランド部との隙間を目視にて確認した結果、一定の隙間が認め

られた（図３参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－１ 伝熱管とランド部の隙間確認結果（Ｂ－ＳＧ：Ｘ５４，Ｙ４） 
 

 
図３－２ 伝熱管とランド部の隙間確認結果（Ｃ－ＳＧ：Ｘ３８，Ｙ３） 
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金属片と伝熱管の接触時における摩耗形態の推定 
 

 
この確認結果より、本想定は実機と整合しているものとし、ワークレートの試算＊６を

行った（表２参照）。その結果、伝熱管振動の場合は金属片振動のケースに比べて十分大

きなワークレートが得られることを確認した。 
 

表２ 伝熱管振動のワークレート試計算結果 
押付力（N） ワークレート（mW） 実機減肉量再現可能性 

約 1 約 3 ○ 
 
 ＊６ 伝熱管振動の場合は、流動振動解析を用いてワークレートを算出する（算出方法の概

要は「参考」参照）。 
 
３．結論 
以上の通り、金属片等の異物振動では有意なワークレートは発生しないが、伝熱管振動

では有意なワークレートが発生することを確認したため、今回の減肉事象は伝熱管振動

によるものと推定した。 
以上 
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減肉試験による実機摩耗減肉形状の確認 
 

 
 
以下の通り減肉試験を行い、推定した金属片等の異物の接触状態により伝熱管に生じる

と考えられる摩耗減肉形状を再現した。 
なお、想定異物には複数のパターンが考えられるが、各想定異物の伝熱管との接触状態

（角部の接触角度）はいずれも変わらないため、Ｃ－ＳＧにおいては金属片単体、Ｂ－ＳＧ

においては想定異物４のパターンを代表に試験を行う。 
 
１．減肉試験の方法 
（１）金属片等の異物接触状態で伝熱管振動により発生する減肉形状を確認するため、減肉

試験を次の通り実施した。 
・円柱形状の石膏で伝熱管を模擬し、金属片等の異物を模擬したステンレス板との振動

接触により減肉を発生させる。 
・石膏の減肉形状は試験後の破面観察で確認を行う。 
なお、形状把握のため、実機２倍のスケールモデルとする。 

・ステンレス板の厚みについても実機２倍のスケールモデルとし、Ｃ－ＳＧは金属片の

厚さが 0.2mmであることから 0.4mm、Ｂ－ＳＧは想定される異物（保温材の外装板の

切れ端等）の厚みを 0.3mmと推定して 0.6mmと設定する。なお、Ｃ，Ｂ－ＳＧともに

原因の異物には金属片（うず巻ガスケットの一部）または想定異物が考えられるが、

下記の接触角度②が 90°よりも十分大きい場合は、減肉形状へ及ぼす板厚の影響は

小さく、ステンレス片の厚みが 0.4mm～0.6mmの範囲で異なっても、減肉形状の変化

はない（根拠は（２）の予備試験結果参照）。 
・円柱とステンレス板の接触角度については、接線方向を接触角度①、軸方向を接触角

度②とし、推定した接触状態を基に設定した。 
・試験条件一覧を表１－１、試験装置概要を図１－１に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１－１ 試験装置概要 
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減肉試験による実機摩耗減肉形状の確認 
 

 
 
 
 
 
 

図１－２－２ 周方向断面（板厚 0.4mm、0.6mm） 
 

２．減肉試験の結果 
減肉試験の結果、図１－３に示す減肉形状を取得した。また、取得した減肉形状の寸法

を実機相当に補正し整理した結果を表１－２に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（減肉痕①）               （減肉痕②） 
図１－３－１ 減肉試験で取得した減肉形状（Ｃ－ＳＧ：Ｘ３８，Ｙ３） 

 
図１－３－２ 減肉試験で取得した減肉形状（Ｂ－ＳＧ：Ｘ５４，Ｙ４） 
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減肉試験による実機摩耗減肉形状の確認 
 

表１－２ 減肉形状寸法一覧 

対象伝熱管 
減肉形状寸法 

備考 
 深さ 軸方向 周方向 

Ｃ－ＳＧ： 
Ｘ３８， 
Ｙ３ 

減肉痕① 
減肉試験結果 約 2mm 約 2mm 約 7mm 

実機ＥＣＴ

信号の深さ

を基準に補

正 

実機相当寸法 約 0.8mm 約 0.7mm 約 3mm 

減肉痕② 
減肉試験結果 約 2mm 約 2mm 約 5mm 

実機相当寸法 約 0.4mm 約 0.4mm 約 1mm 

Ｂ－ＳＧ：Ｘ５４，Ｙ４ 
減肉試験結果 約 2mm 約 4mm 約 13mm 

実機相当寸法 約 0.4mm 約 1mm 約 3mm 

 

なお、以上の通り再現した実機相当寸法については、ＥＣＴモックアップ試験により実機

ＥＣＴ信号との整合性を確認する。 

以上 
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ＥＣＴモックアップ試験による実機ＥＣＴ信号との整合性確認について 
 
 減肉試験で再現した減肉形状（実機相当寸法）と同等形状の人工欠陥を与えた伝熱管モッ

クアップ（インコネル６００合金製）のＥＣＴ信号を取得し、実機ＥＣＴ信号との整合性を

確認した。 

 

１．ＥＣＴモックアップ試験の条件 

ＥＣＴモックアップ試験に用いる人工欠陥寸法を表２－１に示す。 

 

表２－１ ＥＣＴモックアップ試験に用いる人工欠陥寸法 

対象伝熱管 
人工欠陥寸法 

備考 
深さ 軸方向 周方向 

Ｃ－ＳＧ： 
Ｘ３８，Ｙ３ 

減肉痕① 約 0.8mm 約 0.7mm 約 3mm 
減肉試験結果（実機

相当寸法）より設定 
減肉痕② 約 0.4mm 約 0.4mm 約 1mm 

Ｂ－ＳＧ：Ｘ５４，Ｙ４ 約 0.4mm 約 1mm 約 3mm 

 

２．ＥＣＴモックアップ試験の結果 
１．項の人工欠陥のＥＣＴ信号を取得し、実機のＥＣＴ信号と比較した結果、両者は整

合することを確認した。図２－１に試験結果を示す。この結果より、金属片等の異物が推

定した接触状態で伝熱管と摺動すれば、今回認められた減肉を発生させる可能性がある

と推定された。ただし、１サイクルで今回の減肉に至った可能性（時間的因子）について

は、別途流動振動解析を用いた計算により検証する。 
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図２－１－１ ＥＣＴモックアップ試験結果（Ｃ－ＳＧ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－１－２ ＥＣＴモックアップ試験結果（Ｂ－ＳＧ） 

以上 
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ワークレートを用いた摩耗体積の計算結果 
 
流動振動解析により金属片と伝熱管の摩耗のワークレートを算出し、比摩耗量および１

サイクルの運転時間を乗じて、金属片等の異物との接触により１サイクルで発生する摩耗

体積を計算した。また、ＥＣＴモックアップ試験で実機減肉形状と整合することを確認した

人工欠陥の摩耗体積との比較評価を行った。その結果を表１に示す。 
なお、Ｃ－ＳＧについては、金属片等の異物と減肉痕①および②の接触状態に応じて、次

の２ケースが考えられることから、両ケースについて摩耗体積を評価した。 
 
ケース１：金属片単体が減肉痕②、①の順に減肉を与えたケース 
ケース２：ケース１以外（減肉痕①および②が同時に摩耗し始め、その後①のみの摩耗に

移行するケース） 
 

表１ 摩耗体積の比較評価結果 
対象 

ＳＧ 
評価手法 

比摩耗量 
（m2/N） 

ワークレート 
（mW） 

運転時間 
（hr） 

摩耗体積 
（mm3） 

Ｃ 

ＥＣＴモックアップ

試験 
－ － － 

約 0.6 

減肉痕①：約 0.5 

減肉痕②：約 0.1 

流動振

動解析 

ケース１ 6.6×10-15 約 3 約 10,000 約 0.7 

ケース２ 6.6×10-15 

減肉痕①：約 0.6 

減肉痕②：約 0.5 
約 4,300 約 0.6 

減肉痕①：約 0.5 

減肉痕②：約 0.1 減肉痕①：約 3 約 5,800 

Ｂ 

ＥＣＴモックアップ

試験 
－ － － 約 0.3 

流動振動解析 6.6×10-15 約 3 約 10,000 約 0.7 

 
この結果より、ワークレートを用いて計算した１サイクルで発生する摩耗体積は、ＥＣＴ

モックアップ試験で実機整合性を確認した人工欠陥の摩耗体積と整合することから、今回

認められた減肉痕は金属片等の異物との接触により１サイクルで発生した可能性があるこ

とを確認した。 
以上 
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1 主給水ブースタポンプ 無 ステンレス製の薄板(1mm未満)のワッシャを使用
しているが円形であり、想定形状と異なる ×

2 タービン動主給水ポンプ 無 ステンレス製の薄板(1mm未満)のワッシャを使用
しているが円形であり、想定形状と異なる ×

3 電動主給水ポンプ 無 ステンレス製の薄板(1mm未満)のワッシャを使用
しているが円形であり、想定形状と異なる ×

4 蒸気発生器水張ポンプ 無 薄板状(1mm未満)の部品はない。 ×

5 主給水ブースタポンプ入口ストレーナ 無 ステンレス製のストレーナを使用しているが外観目
視点検の結果損傷は認められない。 ×

6 脱気器タンク 無 薄板状(1mm未満)の部品はない。 ×

7 第６高圧給水加熱器 無 薄板状(1mm未満)の部品はない。 ×

8 弁 無 薄板状(1mm未満)の部品はない。 ×

9 配管 － 薄板状(1mm未満)の部品はない。 ×

10 渦巻きガスケット（消耗品） 有
ステンレス製の⾦属フープがあり、系統内に流出し
た場合は、異物となり得る可能性は否定できない。 △

                    ＜凡例＞
                     △︓否定できない
                     ×︓可能性なし

ＳＧ器外の系統上の機器内部構成品で想定される異物との類似形状品

N0 機器名称 類似形状
の有無 評      価
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ス
タポ
ン
プ
⼊
⼝
ス
トレ
ー
ナ
後
弁

(3
V-

FW
-1

04
B)

弁
ボ
ンネ
ット
フラ
ンジ

AN
SI

-3
00

LB
 6

63
×

4.
5t

良
良

7
3-
電
動
主
給
水
ブ
ー
ス
タポ
ン
プ
出
口
フラ
ンジ

配
管
フラ
ンジ

JI
S4

0K
  

40
0×

4.
5t

良
良

8
3A

-タ
ー
ビン
動
主
給
水
ブ
ー
ス
タポ
ン
プ
出
口
フラ
ンジ

配
管
フラ
ンジ

JI
S4

0K
  

40
0×

4.
5t

良
良

9
3B

-タ
ー
ビン
動
主
給
水
ブ
ー
ス
タポ
ンプ
出
口
フラ
ンジ

配
管
フラ
ンジ

JI
S4

0K
  

40
0×

4.
5t

良
良

10
3-
蒸
気
発
生
器
水
張
ポ
ンプ
入
口
フラ
ンジ

配
管
フラ
ンジ

JI
S2

0K
  

15
0×

4.
5t

良
良

11
3-
電
動
主
給
⽔
ブ
ー
ス
タポ
ンプ
出
⼝
流
量
計
オ
リフ
ィス
フラ
ンジ
（

FE
-5

22
5）

配
管
フラ
ンジ

AN
SI

-4
00

LB
  

45
0×

4.
5t

良
良

12
3A

-タ
ー
ビン
動
主
給
⽔
ブ
ー
ス
タポ
ン
プ
出
⼝
流
量
計
オ
リフ
ィス
フラ
ンジ
（

FE
-5

22
4A
）

配
管
フラ
ンジ

AN
SI

-4
00

LB
  

45
0×

4.
5t

良
良

13
3B

-タ
ー
ビン
動
主
給
⽔
ブ
ー
ス
タポ
ンプ
出
⼝
流
量
計
オ
リフ
ィス
フラ
ンジ
（

FE
-5

22
4B
）

配
管
フラ
ンジ

AN
SI

-4
00

LB
  

45
0×

4.
5t

良
良

14
3-
蒸
気
発
⽣
器
⽔
張
ポ
ンプ
出
⼝
流
量
計
オ
リフ
ィス
フラ
ンジ
（

FE
-5

25
9）

配
管
フラ
ンジ

JI
S6

3K
  

12
5×

4.
5t

良
良

15
A主
給
⽔
制
御
弁
（

FC
V-

46
0）
バ
イパ
ス
管
フロ
ー
ノズ
ル
前
管
台
フラ
ンジ

配
管
フラ
ンジ

AN
SI

90
0#

 1
00
×

4.
8ｔ

良
良

16
A主
給
⽔
制
御
弁
（

FC
V-

46
0）
バ
イパ
ス
管
フロ
ー
ノズ
ル
後
管
台
フラ
ンジ

配
管
フラ
ンジ

AN
SI

90
0#

 1
00
×

4.
8ｔ

良
良

17
B主
給
⽔
制
御
弁
（

FC
V-

47
0）
バ
イパ
ス
管
フロ
ー
ノズ
ル
前
管
台
フラ
ンジ

配
管
フラ
ンジ

AN
SI

90
0#

 1
00
×

4.
8ｔ

良
良

18
B主
給
⽔
制
御
弁
（

FC
V-

47
0）
バ
イパ
ス
管
フロ
ー
ノズ
ル
後
管
台
フラ
ンジ

配
管
フラ
ンジ

AN
SI

90
0#

 1
00
×

4.
8ｔ

良
良

19
C主
給
⽔
制
御
弁
（

FC
V-

48
0）
バ
イパ
ス
管
フロ
ー
ノズ
ル
前
管
台
フラ
ンジ

配
管
フラ
ンジ

AN
SI

90
0#

 1
00
×

4.
8ｔ

良
良

20
C主
給
⽔
制
御
弁
（

FC
V-

48
0）
バ
イパ
ス
管
フロ
ー
ノズ
ル
後
管
台
フラ
ンジ

配
管
フラ
ンジ

AN
SI

90
0#

 1
00
×

4.
8ｔ

良
良

添付資料－２９（１／２）

－119－



    

、
イン
ロー
タイ
プは
ボ
ンネ
ット

上
蓋
と弁
箱
に
隙
間
が
な
い

こと
か
ら流
出
しな
い
。

ボ
ンネ
ット
上
蓋

弁
箱

渦
巻
き
ガ
ス
ケ
ット

、
ボ
ンネ
ット
上
蓋
と弁
箱
の

隙
間
に
渦
巻
き
ガ
ス
ケ
ット

を
挟
む
た
め
、内
部
液
体

と渦
巻
き
ガ
ス
ケ
ット
が
接

液
す
る
。

ボ
ンネ
ット
上
蓋

弁
箱

渦
巻
き
ガ
ス
ケ
ット
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資
材
等

現
場
に
お
け
る
作
業
状
況

保
温
材
外
装
板
の

切
れ
端

配
管
や
機
器
に
取
り
付
け
る
保
温
材

は
、
ス
テ
ン
レ
ス
や
ア
ル
ミ
の
外
装
板

で
覆
わ
れ
て
い
る
。

配
管
や
機
器
サ
ポ
ー
ト
の
近
傍
に

お
い
て
は
、
外
装
板
形
状
や
サ
イ
ズ

の
調
整
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

＜
サ

ポ
ー
ト
近
傍
写
真
＞

添付資料－３０（１／２）
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資
材
等

現
場
に
お
け
る
作
業
状
況

配
管
識
別
表
示
等

の
バ
ン
ド
の

切
れ
端

配
管
識
別
表
示
等
の
現
場
表
示
に

は
、
金
属
製
の
バ
ン
ド
で
配
管
等
に

固
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
バ
ン
ド
に
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の

薄
板
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
取
付
け
時
に
は
、
必
要
に
応
じ
、

バ
ン
ド
長
さ
を
調
整
す
る
。

配
管
の
切
削
く
ず

配
管
の
取
替
え
に
お
い
て
は
、
既
設

配
管
の
切
断
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

現
地
合
わ
せ
の
溶
接
部
に
お
い
て
は
、

開
先
加
工
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

＜
バ
ン
ド
の
取
付
例
＞

添付資料－３０（２／２）
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開口部
養生

連続
監視

（封印）

服装
管理

最終
異物
確認

1 Ａ－タービン動主給水ブースタポンプ入口フラン
ジ

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

2 Ｂ－タービン動主給水ブースタポンプ入口フラン
ジ

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

3 電動主給水ブースタポンプ入口フランジ 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

4 脱気器タンク 有 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

5 ３Ａ－電動給水ブースタポンプ入口ストレーナ
後弁(3V-FW-104A)

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

6 ３Ｂ－電動給水ブースタポンプ入口ストレーナ
後弁(3V-FW-104B)

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

7 3-電動主給水ブースタポンプ出口フランジ 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

8 3A-タービン動主給水ブースタポンプ出口フランジ 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

9 3B-タービン動主給水ブースタポンプ出口フランジ 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

10 3-蒸気発生器水張ポンプ入口フランジ 無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

11 3-電動主給⽔ブースタポンプ出⼝流量計オリフィ
スフランジ（FE-5225）

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

12 3A-タービン動主給⽔ブースタポンプ出⼝流量計
オリフィスフランジ（FE-5224A）

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

13 3B-タービン動主給⽔ブースタポンプ出⼝流量計
オリフィスフランジ（FE-5224B）

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

14 3-蒸気発⽣器⽔張ポンプ出⼝流量計オリフィス
フランジ（FE-5259）

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

15 A主給水制御弁（FCV-460）バイパス管フ
ローノズル前管台フランジ

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

16 A主給水制御弁（FCV-460）バイパス管フ
ローノズル後管台フランジ

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

17 B主給水制御弁（FCV-470）バイパス管フ
ローノズル前管台フランジ

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

18 B主給水制御弁（FCV-470）バイパス管フ
ローノズル後管台フランジ

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

19 C主給水制御弁（FCV-480）バイパス管フ
ローノズル前管台フランジ

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

20 C主給水制御弁（FCV-480）バイパス管フ
ローノズル後管台フランジ

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

21 Ａタービン動主給水ポンプケーシングカバー 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

22 Ａ-タービン動主給水ブースタポンプケーシングカ
バー

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

23 Bタービン動主給水ポンプケーシングカバー 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

24 B-タービン動主給水ブースタポンプケーシングカ
バー

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

25 電動主給水ポンプケーシングカバー 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

26 電動主給水ブースターポンプケーシングカバー 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

27 SG水張りポンプ入口弁(CW-289) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

28 A主給⽔バイパス流量制御弁前弁(FW-
505A)

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

29 B主給⽔バイパス流量制御弁前弁(FW-
505B)

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

判  定
△︓否定できない
〇︓可能性なし

ＳＧに流⼊する可能性のある機器開放点検⼀覧

評価機器名称
人の
⽴ち⼊り
有無

異物管理
（〇︓実施 △︓否定できない）

No
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開口部
養生

連続
監視

（封印）

服装
管理

最終
異物
確認

判  定
△︓否定できない
〇︓可能性なし

評価機器名称
人の
⽴ち⼊り
有無

異物管理
（〇︓実施 △︓否定できない）

No

30 C主給⽔バイパス流量制御弁前弁(FW-
505C)

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

31 A主給⽔バイパス流量制御弁後弁(FW-
506A)

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

32 B主給⽔バイパス流量制御弁3後弁(FW-
506B)

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

33 C主給⽔バイパス流量制御弁後弁(FW-
506C)

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

34 SG水張りポンプ出口逆止弁(CW-298) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

35 SG水張りポンプ出口弁(CW-299) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

36 ASG水張制御弁前弁(FW-507A) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

37 BSG水張制御弁前弁(FW-507B) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

38 CSG水張制御弁前弁(FW-507C) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

39 ASG水張制御弁後弁(FW-508A) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

40 BSG水張制御弁後弁(FW-508B) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

41 CSG水張制御弁後弁(FW-508C) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

42 脱気水SG供給弁(CW-401) 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

43 ３Ａ６ヒータ入口給水逃し弁(FW-012A) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

44 ３Ｂ６ヒータ入口給水逃し弁(FW-012B) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

45 ３ＳＧＭＰ入口ストレーナブロー弁(CW-311) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

46 ３ＳＧＭＰミニマムフロー弁(CW-295) 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

47 ３Ａ主給水ブロー弁(FW-543A) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

48 ３Ｂ主給水ブロー弁(FW-543B) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

49 ３Ｃ主給水ブロー弁(FW-543C) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

50 ４脱気水ＳＧ供給元弁(4CW-399) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

51 ３Ｂタービン動主給水ポンプミニマムフロー制御弁後
弁(FW-150B) 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

52 ３Ａタービン動主給水ポンプミニマムフロー制御弁後
弁(FW-150A) 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

53 ３ＭＤＦＷＰミニマムフロー制御弁後弁(FW-
151) 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

54 ３Ａ主給水制御弁(FCV-460) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

55 ３Ｂ主給水制御弁(FCV-470) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

56 ３Ｃ主給水制御弁(FCV-480) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

57 ３Ａ主給水バイパス制御弁(FCV-461) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

58 ３Ｂ主給水バイパス制御弁(FCV-471) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

59 ３Ｃ主給水バイパス制御弁(FCV-481) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

60 ３電動主給水ポンプ出口制御弁(FCV-3705) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇
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61 ３Ａ蒸気発⽣器タービン動補助給⽔流量調節弁
(HCV-3715) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異

物を混入させることはない。
〇

62 ３Ｂ蒸気発⽣器タービン動補助給⽔流量調節弁
(HCV-3725) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異

物を混入させることはない。
〇

63 ３Ｃ蒸気発⽣器タービン動補助給⽔流量調節弁
(HCV-3735) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異

物を混入させることはない。
〇

64 ３Ａ蒸気発生器水張制御弁(LCV-3710) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

65 ３Ｂ蒸気発生器水張制御弁(LCV-3720) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

66 ３Ｃ蒸気発生器水張制御弁(LCV-3730) 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

67 蒸気発生器水張りポンプ（吐出フランジ） 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

68 ３Ａタービン動主給水ポンプ出口逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

69 ３Ｂタービン動主給水ポンプ出口逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

70 ３電動主給水ポンプ出口逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

71 ３Ａタービン動主給水ポンプ出口弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

72 ３Ｂタービン動主給水ポンプ出口弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

73 ３電動主給水ポンプ出口弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

74 ３Ａ６ヒータ給水入口弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

75 ３Ｂ６ヒータ給水入口弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

76 ３Ａ６ヒータ給水出口弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

77 ３Ｂ６ヒータ給水出口弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

78 ３Ａ主給⽔流量制御弁前弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

79 ３Ｂ主給⽔流量制御弁前弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

80 ３Ｃ主給⽔流量制御弁前弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

81 ３Ａ主給⽔流量制御弁後弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

82 ３Ｂ主給⽔流量制御弁後弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

83 ３Ｃ主給⽔流量制御弁後弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

84 ３Ａ主給水逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

85 ３Ｂ主給水逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

86 ３Ｃ主給水逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

87 ３Ａ主給⽔隔離弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

88 ３Ｂ主給⽔隔離弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

89 ３Ｃ主給⽔隔離弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

90 ３Ａ主給水逆止弁バランス弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

91 ３Ｂ主給水逆止弁バランス弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

92 ３Ｃ主給水逆止弁バランス弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

93 ３Ａ主給⽔隔離弁バランス弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

94 ３Ｂ主給⽔隔離弁バランス弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

95 ３Ｃ主給⽔隔離弁バランス弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

96 3A蒸気発⽣器主給⽔流量オリフィス 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

97 3B蒸気発⽣器主給⽔流量オリフィス 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇
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98 3C蒸気発⽣器主給⽔流量オリフィス 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

99 高圧給水加熱器後主給水ヘッダ閉止フランジ 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

100 ３脱気水ＳＧ供給逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

101 ３脱気水ＳＧ供給元弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

102 ３４Ａ脱気純水フィルタ出口弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

103 ３４Ｂ脱気純水フィルタ出口弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

104 ３４脱気純水フィルタ出口逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

105 脱気純⽔フィルタ出⼝流量調節弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

106 ３Ｂ―ＴＤＦＷＢＰ（ｄＰＩＡ－５２１０
Ｂ）低圧側元弁

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

107 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ出入口ｄＰＩ－５２１８
⇔５２２０Ｂ低圧側弁

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

108 ３Ｂ―ＴＤＦＷＢＰ⼊⼝圧⼒計元弁（ＰＩ
－５２１６Ｂ）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

109 ３Ｂ―ＴＤＦＷＢＰケーシングベント弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

110 ３Ｂ―ＴＤＦＷＢＰケーシングドレン弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

111 ３Ｂ－Ｔ／ＤＦＷＰウオーミング止め弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

112 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰウォーミング弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

113 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ出入口ｄＰＩ－５２１８
⇔５２２０Ｂ高圧側弁

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

114 ３Ｂ―ＴＤＦＷＢＰ出口ベント弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

115 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ⼊⼝流量計上流側元弁
（ＦＴ－５２２４Ｂ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

116 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ⼊⼝流量計下流側元弁
（ＦＴ－５２２４Ｂ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

117 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ⼊⼝流量計上流側元弁
（ＦＴ－５２２６Ｂ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

118 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ⼊⼝流量計下流側元弁
（ＦＴ－５２２６Ｂ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

119 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ吸込圧⼒計元弁（ＰＩ－
５２３０Ｂ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

120 ３Ｂ―ＦＷＰバランス逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

121 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰケーシングドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

122 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計元弁（ＰＩ－
５２３４ＢＬ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

123 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計元弁（ＰＴ－
５２３４Ｂ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

124 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計元弁（ＰＴ－
５２３６Ｂ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△
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125 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２３
８Ｂ上流側元弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

126 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２３
８Ｂ下流側元弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

127 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２４
０Ｂ上流側元弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

128 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２４
０Ｂ下流側元弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

129 ３Ｂタービン動主給水ポンプミニマムフロー制御
弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

130 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ出口ブロー元弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

131 ３ＦＷＰ出⼝ヘッダ圧⼒計元弁（ＰＴ－５２
４８）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

132 ３ＦＷＰ出口ヘッダブロー元弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

133 ３ＦＷＰウォーミング元弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

134 ３Ａ―ＴＤＦＷＢＰ（ｄＰＩＡ－５２１０
Ａ）低圧側元弁

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

135 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ出入口ｄＰＩ－５２１８
⇔５２２０Ａ低圧側弁

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

136 ３Ａ―ＴＤＦＷＢＰ⼊⼝圧⼒計元弁（ＰＩ
－５２１６Ａ）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

137 ３Ａ―ＴＤＦＷＢＰケーシングベント弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

138 ３Ａ―ＴＤＦＷＢＰケーシングドレン弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

139 ３Ａ－ＴＤＦＷＰウォーミング止め弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

140 ３Ａ―ＴＤＦＷＰウォーミング弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

141 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ出入口ｄＰＩ－５２１８
⇔５２２０Ａ高圧側弁

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

142 ３Ａ―ＴＤＦＷＢＰ出口ベント弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

143 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ⼊⼝流量計上流側元弁
（ＦＴ－５２２４Ａ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

144 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ⼊⼝流量計下流側元弁
（ＦＴ－５２２４Ａ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

145 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ⼊⼝流量計上流側元弁
（ＦＴ－５２２６Ａ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

146 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ⼊⼝流量計下流側元弁
（ＦＴ－５２２６Ａ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇
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147 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ吸込圧⼒計元弁（ＰＩ－
５２３０Ａ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

148 ３Ａ―ＦＷＰバランス逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

149 ３Ａ―ＴＤＦＷＰケーシングドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

150 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計元弁（ＰＩ－
５２３４ＡＬ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

151 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計元弁（ＰＴ－
５２３４Ａ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

152 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計元弁（ＰＴ－
５２３６Ａ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

153 ３Ａ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２３
８Ａ上流側元弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

154 ３Ａ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２３
８Ａ下流側元弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

155 ３Ａ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２４
０Ａ上流側元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

156 ３Ａ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２４
０Ａ下流側元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

157 ３Ａタービン動主給水ポンプミニマムフロー制御
弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

158 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ出口ブロー元弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

159 ３ＭＤＦＷＢＰ吸込ストレーナｄＰＩＡ－５
２１１低圧側元弁

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

160 ３Ａ－ＭＤＦＷＢＰ入口ストレーナ後ブロー弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

161 ３ＭＤＦＷＢＰ吸込ストレーナｄＰＩＡ－５
２１２低圧側元弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。ただし、T3-23定検の分解
点検においては、ファイバースコープにて最終異物確認を実施
した。

△

162 ３Ｂ－ＭＤＦＷＢＰ入口ストレーナ後ブロー弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

163 ３ＭＤＦＷＢＰ⼊⼝圧⼒逃し逆⽌弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

164 ３ＭＤＦＷＢＰ出入口差圧ｄＰＴ－５２２
１⇔５２２３低圧側元弁

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

165 ３ＭＤＦＷＢＰ吸込圧⼒計元弁（ＰＩ－５
２１７）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

166 ３ＭＤＦＷＢＰケーシングベント弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

167 ３ＭＤＦＷＢＰケーシングブロー弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

168 ３ＭＤＦＷＰウォーミング弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

169 ３ＭＤＦＷＢＰ出入口差圧ｄＰＴ－５２２
１⇔５２２３高圧側元弁

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

170 ３ＭＤＦＷＢＰ出口ベント弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇
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171 ３ＭＤＦＷＰ⼊⼝流量計上流側元弁（ＦＴ
－５２２５）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

172 ３ＭＤＦＷＰ⼊⼝流量計下流側元弁（ＦＴ
－５２２５）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

173 ３ＭＤＦＷＰ⼊⼝流量計上流側元弁（ＦＴ
－５２２７）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

174 ３ＭＤＦＷＰ⼊⼝流量計下流側元弁（ＦＴ
－５２２７）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

175 ３ＭＤＦＷＰ吸込圧⼒計元弁（ＰＩ－５２
３１）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

176 ３ＭＤＦＷＰバランス逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

177 ３ＭＤＦＷＰケーシングドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

178 ３ＭＤＦＷＰ吐出圧⼒計元弁（ＰＩ－５２
３５Ｌ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

179 ３ＭＤＦＷＰ吐出圧⼒計元弁（ＰＴ－５２
３５）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

180 ３ＭＤＦＷＰミニマムフロー流量計上流側元弁
（ＦＴ－５２３９）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

181 ３ＭＤＦＷＰミニマムフロー流量計下流側元弁
（ＦＴ－５２３９）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

182 ３ＭＤＦＷＰミニマムフロー流量計上流側元弁
（ＦＴ－５２４１）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

183 ３ＭＤＦＷＰミニマムフロー流量計下流側元弁
（ＦＴ－５２４１）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

184 ３電動主給水ポンプミニマムフロー制御弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

185 ３Ａ６ヒータ入口給水ブロー元弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

186 ３Ａ６ヒータ出口給水ベント元弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

187 ３Ａ６ヒータ出⼝給⽔圧⼒計元弁（ＰＩ－
５２５０Ａ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

188 ３Ａ６ヒータ出口給水ブロー元弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

189 ３Ｂ６ヒータ入口給水ブロー元弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

190 ３Ｂ６ヒータ出⼝給⽔圧⼒計元弁（ＰＩ－
５２５０Ｂ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

191 ３Ｂ６ヒータ出口給水ベント元弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△
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192 ３Ｂ６ヒータ出口給水ブロー元弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

193 ３ＳＧＭＰ入口ヒドラジン注入弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

194 ３ＳＧ水張ポンプ入口ブロー弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

195 ３ＳＧＭＰ吸込圧⼒計元弁（ＰＩ－５２５
７）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

196 ３ＳＧＭＰケーシングドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

197 ３ＳＧＭＰケーシングベント弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

198 ３ＳＧＭＰ吐出圧⼒計元弁（ＰＩ－５２５
８Ｌ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

199 ３ＳＧＭＰ吐出圧⼒計元弁（ＰＴ－５２５
８）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

200 ３ＳＧ水張ポンプ出口ブロー元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

201 ３ＳＧＭＰ出口回収ブロー弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

202 ３脱気水Ｓ／Ｇ供給管ブロー元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

203 ３脱気水Ｓ／Ｇ供給ヒドラジン注入弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

204 ３ＳＧＭＰ出⼝流量計上流側元弁（ＦＴ－
５２５９）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

205 ３ＳＧＭＰ出⼝流量計下流側元弁（ＦＴ－
５２５９）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

206 ３－６ヒータ出口ヘッダ給水サンプリング元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

207 ３－６ヒータ出口ヘッダ給水ブロー元弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

208 ３主給⽔ヘッダ圧⼒計元弁（ＰＴ－５２５
２）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

209 ３主給⽔ヘッダ圧⼒発信器第１元弁（ＰＴ－
３７００・３７０１）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

210 ３給⽔サンプリング装置⾏き第１元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

211 ３Ａ主給⽔流量制御弁⼊⼝配管ドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

212 ３Ａ主給⽔流量制御弁出⼝配管ドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

213 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔バイパス流量発信器
（仮設）上流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

214 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔バイパス流量発信器
（仮設）下流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

215 ３Ａ主給⽔バイパス流量制御弁⼊⼝配管ドレ
ン元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

216 ３Ａ主給⽔バイパス流量制御弁出⼝配管ドレ
ン元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

217 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔圧⼒発信器第１元弁
（ＰＴ－３７１２）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

218 ３Ａ蒸気発生器水張制御弁入口配管ドレン
元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

219 ３Ａ蒸気発生器水張制御弁出口配管ドレン
元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

220 ３Ｂ主給⽔流量制御弁⼊⼝配管ドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

221 ３Ｂ主給⽔流量制御弁出⼝配管ドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇
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222 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔バイパス流量発信器
（仮設）上流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

223 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔バイパス流量発信器
（仮設）下流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

224 ３Ｂ主給⽔バイパス流量制御弁⼊⼝配管ドレ
ン元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

225 ３Ｂ主給⽔バイパス流量制御弁出⼝配管ドレ
ン元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

226 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔圧⼒発信器第１元弁
（ＰＴ－３７２２）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

227 ３Ｂ蒸気発生器水張制御弁入口配管ドレン
元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

228 ３Ｂ蒸気発生器水張制御弁出口配管ドレン
元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

229 ３Ｃ主給⽔流量制御弁⼊⼝配管ドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

230 ３Ｃ主給⽔流量制御弁出⼝配管ドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

231 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔バイパス流量発信器
（仮設）上流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

232 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔バイパス流量発信器
（仮設）下流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

233 ３Ｃ主給⽔バイパス流量制御弁⼊⼝配管ドレ
ン元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

234 ３Ｃ主給⽔バイパス流量制御弁出⼝配管ドレ
ン元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

235 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔圧⼒発信器第１元弁
（ＰＴ－３７３２）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

236 ３Ｃ蒸気発生器水張制御弁入口配管ドレン
元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

237 ３Ｃ蒸気発生器水張制御弁出口配管ドレン
元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

238 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
１元弁（ＦＴ－４６０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

239 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
１元弁（ＦＴ－４６１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

240 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
上流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

241 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
下流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

242 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
１元弁（ＦＴ－４６１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

243 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
１元弁（ＦＴ－４６０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

244 ３Ａ主給水ラインドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

245 ３Ａ主給水ブローラインドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

246 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
１元弁（ＦＴ－４７０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

247 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
１元弁（ＦＴ－４７１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

248 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
上流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

249 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
下流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

250 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
１元弁（ＦＴ－４７１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

251 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
１元弁（ＦＴ－４７０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

252 ３Ｂ主給水ラインドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

253 ３Ｂ主給水ブローラインドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

254 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
１元弁（ＦＴ－４８０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

255 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
１元弁（ＦＴ－４８１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

256 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
上流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

257 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
下流側第１元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

258 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
１元弁（ＦＴ－４８１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

259 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
１元弁（ＦＴ－４８０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

260 ３Ｃ主給水ラインドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇
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261 ３Ｃ主給水ブローラインベント元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

262 ３Ｃ主給水ブローラインドレン元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

263 ３・４脱気純水フィルタ差圧計第２元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

264 ３・４脱気純水フィルタバイパス弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

265 ３４脱気⽔流量計⼊⼝元弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

266 ３４脱気⽔流量計出⼝元弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

267 ３・４脱気純水送水管ベント弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

268 ３・４脱気純水送水管ブロー弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

269 ４原⼦炉補機冷却⽔サージタンク脱気⽔補給
弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

270 ４―１次系純⽔タンク⼊⼝積算流量計⼊⼝弁
（ＦＩＭ－１７０４）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

271 ４―１次系純⽔タンク⼊⼝積算流量計バイパ
ス弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

272 ３・４脱気純水送水管ブロー弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

273 ３・４脱気純水送水管ベント弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

274 ３・４脱気純水送水管ブロー弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

275 ３４脱気純水送水管ベント弁 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

276 ３原⼦炉補機冷却⽔サージタンク脱気⽔補給
弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

277 ３４脱気純水送水管ブロー弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

278 ３－１次系純⽔タンク⼊⼝積算流量計⼊⼝弁
（ＦＭ－１７０４）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

279 ３－１次系純⽔タンク⼊⼝積算流量計バイパ
ス弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

280 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計弁（ＰＩ－５
２３４ＢＬ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

281 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計弁（ＰＴ－５
２３４Ｂ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

282 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計弁（ＰＴ－５
２３６Ｂ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

283 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２３
８Ｂ上流側弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

284 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２３
８Ｂ下流側弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

285 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２４
０Ｂ上流側弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇
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286 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２４
０Ｂ下流側弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

287 ３Ｂ―ＴＤＦＷＰミニマムフローブロー元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

288 ３ＦＷＰ出⼝ヘッダ圧⼒計弁（ＰＴ－５２４
８）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

289 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計弁（ＰＩ－５
２３４ＡＬ）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

290 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計弁（ＰＴ－５
２３４Ａ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

291 ３Ａ―ＴＤＦＷＰ吐出圧⼒計弁（ＰＴ－５
２３６Ａ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

292 ３Ａ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２３
８Ａ上流側弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

293 ３Ａ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２３
８Ａ下流側弁

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

294 ３Ａ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２４
０Ａ上流側弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

295 ３Ａ―ＴＤＦＷＰミニマムフローＦＴ－５２４
０Ａ下流側弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

296 ３Ａ―ＴＤＦＷＰミニマムフローブロー元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

297 ３ＭＤＦＷＰ吐出圧⼒計弁（ＰＩ－５２３
５Ｌ）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

298 ３ＭＤＦＷＰ吐出圧⼒計弁（ＰＴ－５２３
５）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

299 ３ＭＤＦＷＰミニマムフロー流量計上流側弁
（ＦＴ－５２３９）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

300 ３ＭＤＦＷＰミニマムフロー流量計下流側弁
（ＦＴ－５２３９）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

301 ３ＭＤＦＷＰミニマムフロー流量計上流側弁
（ＦＴ－５２４１）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

302 ３ＭＤＦＷＰミニマムフロー流量計下流側弁
（ＦＴ－５２４１）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

303 ３ＭＤＦＷＰミニマムフローブロー元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

304 ３Ａ６ヒータ入口給水ブロー弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

305 ３Ａ６ヒータ出口給水ベント弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

306 ３Ａ６ヒータ出⼝給⽔圧⼒計弁（ＰＩ－５
２５０Ａ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

307 ３Ｂ６ヒータ入口給水ブロー弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

308 ３Ｂ６ヒータ出⼝給⽔圧⼒計弁（ＰＩ－５
２５０Ｂ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△
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309 ３Ｂ６ヒータ出口給水ベント弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

310 ３Ｂ６ヒータ出口給水ブロー弁 無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

311 ３ＳＧＭＰ吐出圧⼒計弁（ＰＩ－５２５８
Ｌ）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

312 ３ＳＧＭＰ吐出圧⼒計弁（ＰＴ－５２５
８）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

313 ３脱気水Ｓ／Ｇ供給ヒドラジン注入管ブロー元
弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

314 ３脱気水ＳＧ供給ヒドラジン注入逆止弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

315 ３ＳＧＭＰ出⼝流量計上流側弁（ＦＴ－５
２５９）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

316 ３ＳＧＭＰ出⼝流量計下流側弁（ＦＴ－５
２５９）

無 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で目視確認が困難な範囲があるが。た
だし、流⼊⽅向がＳＧ側ではないためＳＧへ異物を混⼊さ
せることはない。

〇

317 ３－６ヒータ出口ヘッダ給水サンプリング弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

318 ３主給⽔ヘッダ圧⼒計弁（ＰＴ－５２５２） 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

319 ３主給⽔ヘッダ圧⼒発信器第２元弁（ＰＴ－
３７００・３７０１）

無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

320 ３給⽔サンプリング装置⾏き第２元弁 無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

321 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔圧⼒発信器第２元弁
（ＰＴ－３７１２）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

322 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔圧⼒発信器第２元弁
（ＰＴ－３７２２）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

323 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔圧⼒発信器第２元弁
（ＰＴ－３７３２）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

324 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
２元弁（ＦＴ－４６０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

325 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
２元弁（ＦＴ－４６１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

326 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
上流側第２元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

327 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
下流側第２元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

328 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
２元弁（ＦＴ－４６１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

329 ３Ａ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
２元弁（ＦＴ－４６０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

330 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
２元弁（ＦＴ－４７０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

331 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
２元弁（ＦＴ－４７１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

332 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
上流側第２元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

333 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
下流側第２元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

334 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
２元弁（ＦＴ－４７１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

335 ３Ｂ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
２元弁（ＦＴ－４７０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

336 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
２元弁（ＦＴ－４８０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

337 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器上流側第
２元弁（ＦＴ－４８１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

338 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
上流側第２元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

339 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器（仮設）
下流側第２元弁

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

340 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
２元弁（ＦＴ－４８１）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇
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開口部
養生

連続
監視

（封印）

服装
管理

最終
異物
確認

判  定
△︓否定できない
〇︓可能性なし

評価機器名称
人の
⽴ち⼊り
有無

異物管理
（〇︓実施 △︓否定できない）

No

341 ３Ｃ蒸気発⽣器主給⽔流量発信器下流側第
２元弁（ＦＴ－４８０）

無 〇 〇 〇 〇 開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。

〇

342 Ａ－タービン動主給水ブースタポンプ入口スト
レーナ

有 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。ただし、T3-23定検の分解
点検においては、ファイバースコープにて最終異物確認を実施
した。

△

343 Ｂ－タービン動主給水ブースタポンプ入口スト
レーナ

有 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。ただし、T3-23定検の分解
点検においては、ファイバースコープにて最終異物確認を実施
した。

△

344 電動主給水ブースタポンプ入口ストレーナ 有 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。ただし、T3-23定検の分解
点検においては、ファイバースコープにて最終異物確認を実施
した。

△

345 電動主給水ブースタポンプ入口ストレーナ 有 〇 〇 〇 △

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。ただし、T3-23定検の分解
点検においては、ファイバースコープにて最終異物確認を実施
した。

△

346 蒸気発生器水張りポンプ入口ストレーナ 無 〇 〇 〇 △
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しているが、最
終確認時垂直管部で⽬視確認が困難な範囲があり、異物
混入の可能性は否定できない。

△

347 脱気純水フィルタ 無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

348 主給水ライン配管修繕箇所 無 〇 〇 〇 〇

開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施しており、異物
を混⼊させることはない。また、垂直配管に対しても異物が落
下しない養⽣を採⽤しており異物を混⼊させることはない。 〇

349 3-M/DFWPミニマムフロー流量計オリフィスフラン
ジ（FE-5239）

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

350 3A-T/DFWPミニマムフロー流量計オリフィスフラ
ンジ（FE-5238A）

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇

351 3B-T/DFWPミニマムフロー流量計オリフィスフラ
ンジ（FE-5238B）

無 〇 〇 〇 〇
開⼝部養⽣から最終異物確認まで適宜実施してており、異
物を混入させることはない。 〇
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工
事
件
名

開
放
点
検
機
器

最
終
異
物
確
認
時
に
⽬
視

確
認
が
困
難
な
範
囲

2次
系
熱
交
換
器
他
定
期
点
検
工
事

脱
気
器
タン
ク

有

2次
系
大
型
弁
定
期
点
検
工
事

対
象
な
し

－

2次
系
一
般
弁
定
期
点
検
工
事

３
Ｃ
蒸
気
発
生
器
水
張
制
御
弁
前
弁

（
FW

-5
07

C）
な
し（
水
平
）

2次
系
一
般
弁
フラ
ンジ
部
定
期
点
検
工
事

対
象
な
し

－

2次
系
横
型
ポ
ンプ
定
期
点
検
工
事

対
象
な
し

－

主
要
配
管
修
繕
工
事

対
象
な
し

－
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Ａ Ｓ
Ｇ Ｂ Ｓ
Ｇ Ｃ Ｓ
Ｇ

補
助

給
水
ポ
ン
プ

水
源

タ
ン
ク
よ
り

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｂ
高

圧
給
水

加
熱
器

Ａ
高
圧

給
水
加

熱
器

Ｍ
Ａ
タ
ー
ビ
ン
動
主
給
水

ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ

Ｓ

Ｍ
Ｂ
タ
ー
ビ
ン
動
主
給
水
ポ
ン
プ

Ｂ
タ
ー
ビ
ン
動
主
給
水

ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ

Ｓ

Ｍ
電
動
主
給
水
ポ
ン
プ

電
動
主
給
水

ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ

Ｓ

Ｓ
Ｇ
水

張
ポ
ン
プ

脱
気

器
タ
ン
ク

フ
ィ
ル
タ

メ
ッ
シ
ュ

0.
4m

m

Ｓ Ｓ

フ
ィ
ル
タ

メ
ッ
シ
ュ

1μ
m

脱
気
純
水

ポ
ン
プ
よ
り

Ａ
タ
ー
ビ
ン
動
主
給
水
ポ
ン
プ

：
Ｓ
Ｇ
水

張
系

統
の
範
囲

脱
気
器

脱
気
器

赤
字
：
異

物
混

入
の

可
能

性
が

あ
る
機

器
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異
物
混
入
の
可
能
性
検
討

（
２
次
系
一
般
弁
（
垂
直
設
置
弁
）
分
解
点
検
作
業
方
法
）

１
．
準
備

・
床
養
生
・
周
辺
養
生
・
作
業
場
の
４
Ｓ

２
．
分
解

・
弁
箱
シ
ー
ト
養
生
、
異
物
管
理
シ
ー
ル
貼
り
付
け
を
実
施
。

分
解
後
は
直
ち
に
弁
箱
の
シ
ー
ト
養
生
を
実
施
す
る
た
め
弁
箱
内
に
異
物

を
落
下
さ
せ
る
可
能
性
は
な
い
。

３
．
手
入
れ

・
ウ
エ
ス
は
使
用
後
再
使
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
他
の

工
具
類
と
同
じ
工
具
袋
内
に
保
管
し
運
搬
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
周
辺
で
別
作
業
に
よ
り
端
材
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
異
物
が
付
着
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
作
業
前

に
ウ
エ
ス
に
付
着
物
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
も
の
の

確
実
に
除
去
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
開
放
作
業
時
の
開
口

部
か
ら
混
入
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

４
．
組
立
・
復
旧

・
弁
箱
内
部
お
よ
び
弁
蓋
側
（
弁
体
・
弁
棒
含
む
）
の
異
物
確
認
を
実
施
す
る

（
関
電
（
定
検
管
理
員
）
立
会
）

パ
イ
ロ
ッ
ト
ミ
ラ
ー
に
て
上
流
側
、
下
流
側
と
も
確
認
す
る
が
、
垂
直
管
に

取
り
付
け
ら
れ
た
弁
に
つ
い
て
は
、
異
物
混
入
後
落
下
し
た
場
合
、
最
終

異
物
確
認
時
点
で
は
目
視
確
認
が
困
難
な
範
囲
と
な
り
、
異
物
混
入
の

可
能
性
は
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
。

・
復
旧
時
は
作
業
責
任
者
、
品
管
責
任
者
、
定
検
管
理
員
が
異
物
混
入
防
止

の
観
点
で
連
続
監
視
し
て
い
る
た
め
異
物
混
入
時
は
発
見
が
可
能
で
あ
る
。

確
認
で
き
な
い
エ
リ
ア

※
３
号
機
例

※
３
号
機
例
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（
タ
ー
ビ
ン
動

主
給

水
ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ
入
口

ス
ト
レ
ー
ナ
作
業
状
況

）

タ
ー
ビ
ン
動
主
給
水
ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ

入
口
ス
ト
レ
ー
ナ
作
業
方
法

ス
ト
レ
ー
ナ
蓋
を
開
放

し
、
中
の

こ
し
筒
を

引
き
抜
く
と
タ
ー
ビ
ン
動
主

給
水
ポ
ン
プ

吸
い
込
み
側

の
開
口

が
あ
る
た
め
、
異
物

落
下
防
止
と
し
て
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
て

養
生
を
行
う
。

①
ス
ト
レ
ー
ナ
開
放

時
は
、
作
業
員
が
監
視

し
て
い
る
た
め
、
異

物
落
下
の

可
能
性
は

低
い

②
作
業
員
が

ス
ト
レ
ー
ナ
内
部
に
入

り
異

物
落
下
防
止
用
の

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
養
生

を
行
う
が
、
作
業
服
、
靴
等
に
付
着
し
て
い

た
場
合
に
は
、
異

物
を
落
下
さ
せ
る
可

能
性
は
否

定
で
き
な
い
。

③
ス
ト
レ
ー
ナ
内
部

に
養
生

が
完
了

す
れ

ば
、
内
部
の
点
検
手

入
れ
、
清
掃
を
行
う
。

養
生
シ
ー
ト
に
よ
り
作
業
服
、
靴
等

に
付
着

し
た
異
物
を
落
下
さ
せ

る
可

能
性

は
低

い
。

作
業
完
了
後
、
養
生

シ
ー
ト
を
撤
去
し
、

異
物
確
認
を
行
う
が
、
配

管
内

部
に
落
下

し
た
異
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
困
難

な
箇
所

が
あ
る
た
め
、
異
物
残
留
を
完

全
に
は
否

定
で
き
な
い
。

① ② ③

［作
業

に
伴
う
異

物
管
理
方
法
］

作
業

は
、
ス
ト
レ
ー
ナ
開
放
後
一
人

が
作
業
監
視
、
一
人

が
点
検
清
掃
作
業
を

行
う
二
人
体

制
で
実
施
す
る
。

ス
ト
レ
ー
ナ
内

部
に
入

る
前
に
作
業

に
不
要
な
物
を
持

ち
込
ま
な
い
、
作
業
服
、

靴
等

に
付
着

物
が

な
い
こ
と
を
本
人

が
確
認

し
、
作
業
を
開
始

す
る
。

（
本
人

が
目
視
で
き
な
い
箇
所

に
異

物
が
付
着
し
て
い
る
可

能
性
は

否
定
で
き

な
い
）

清
掃
作
業
中
発
見

し
た
ス
ラ
ッ
ジ
等

は
、
都
度
監
視
人
へ
渡

し
、
異

物
残
留

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

清
掃
作
業
終
了
後

は
、
ス
ト
レ
ー
ナ
蓋
を
仮
閉
止
し
（
ボ
ル
ト
止
め
）、

異
物

混
入
防
止
を
図

る
。

こ
し
筒
清
掃
作
業

完
了
後
、
作
業
服
、
靴
等

に
付
着

物
が

な
い
こ
と
を
本
人

が
確
認

し
、
ス
ト
レ
ー
ナ
内

配
管
他

の
最
終

異
物
確
認
を
行
う
。

こ
し
筒
を
挿

入
す
る
。
（人

の
立

入
な
し
）

こ
し
筒
挿

入
後
、
作
業
服
、
靴
等
に
付
着

物
が

な
い
こ
と
を
本
人
が
確
認

し
、

こ
し
筒

内
の
最
終

異
物
確
認
を
実
施

し
、
ス
ト
レ
ー
ナ
蓋
を
閉
止

す
る
。

②
の
イ
メ
ー
ジ

ス
ト
レ
ー
ナ

ポ
ン
プ

確
認
で
き
な
い
エ
リ
ア

ﾀ
ｰ
ﾋ
ﾞﾝ
建
屋
２
階
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（
脱

気
器

タ
ン
ク
作
業
状
況

）

脱
気
器
タ
ン
ク
作
業
方
法

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
開
放
し
、
タ
ン
ク
内
部
に
入

り
、
内
部
に
は
蒸
気
発

生
器
水

張
ポ
ン
プ
吸
い
込
み
側
の
開
口
が
あ
る
た
め
、
異
物
落
下

防
止
と
し
て
蓋
に
て
養
生
す
る
。

①
作
業
員

が
タ
ン
ク
内
部
養
生
を
行
う
が
、
作
業
服
、
靴
等
に
付
着

し
て
い
た
場
合
に
は
、
異
物
を
落
下
さ
せ
る
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
。

②
養
生

が
完
了
す
れ
ば
タ
ン
ク
内
部
の
点
検
、
清
掃
を
行
う
。
養
生

蓋
に
よ
り
作
業
服
、
靴
等

に
付
着
し
た
異
物
を
落
下
さ
せ

る
可
能

性
は
低

い
。

作
業

完
了
後
、
養
生
蓋
を
撤
去
し
、
脱
気
器
タ
ン
ク
内
部
の
異
物

確
認
を
行
う
が
、
蒸

気
発
生
器
水
張
ポ
ン
プ
吸
い
込
み
配
管
内
部

に
落
下
し
た
異
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
な
箇
所
が
あ
る
た
め
、

異
物
残
留
を
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
。

［
作
業
に
伴
う
異
物

管
理
方
法
］

・
脱
気
器
タ
ン
ク
内

部
作
業
時
は

マ
ン
ホ
ー
ル
部

に
監
視
人

を
配
置
し
、
常
時
監
視
す
る
。

・
脱
気
器
タ
ン
ク
内
へ

の
立

ち
入
り
者
、
持

ち
込
み
品

は
最
小

限
と
す
る
。

・
持

ち
込
み
物

は
確
実

に
持
ち
出
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
脱
気
器
タ
ン
ク
内

部
清
掃
等
作
業
前
に
は
内

部
の
養
生
を

行
う
。

・
脱
気
器
タ
ン
ク
マ
ン
ホ
ー
ル

開
放
期
間
中
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル

を
仮
蓋
に
て
仮
閉
止

し
、
異
物

管
理
を
行
う
。

・
す
べ
て
の
作
業
完
了
後

内
部
の

異
物
確
認
を
行
い
マ
ン

ホ
ー
ル
を
閉
止

す
る
。

（
作
業
服
、
靴
等
に
異
物

が
付
着
し
て
い
る
可

能
性

は
否
定

で
き
な
い
）

作
業
イ
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減肉した伝熱管の評価 
 

 
３．構造健全性 

 

「原子力規制検査における個別事項の安全重要度評価プロセスに関するガイド」

付属書１「出力運転時の指摘事項に対する安全重要度評価ガイド」の別紙 1「発
生防止のスクリーニングに関する質問」では、伝熱管に対するスクリーニング基

準が次のとおり設定されている。本資料では、今回減肉が認められた伝熱管が当

該基準を満足するか確認した結果を示す。 
 

＜ガイド抜粋＞ 

D. 蒸気発生器伝熱管破断 

1. 指摘事項は、1つの管が、通常の全出力、安定状態操作の間、管にわたって 3倍の

差圧を持続できない劣化した伝熱管の状態を含むか（3ΔPNO） 

 

確認にあたっては、上記ガイドでは減肉部の構造健全性の具体的な評価手法が

規定されていないことから、同じスクリーニング基準を設ける米国の評価手法を

適用した。米国では、伝熱管に異物による減肉が認められた場合の構造健全性評

価はＥＰＲＩレポート「Steam Generator Management Program: Steam 
Generator Integrity Assessment Guidelines」および「 Steam Generator 
Degradation Specific Management Flaw Handbook」に基づき実施されること
から、今回高浜発電所３号機で認められた減肉部の評価について、同レポートに

基づき実施するようＥＰＲＩに支援を依頼した。その結果を下表に示す。 
 

表 ＥＰＲＩによる構造健全性評価結果※１ 

 減肉率 破断圧力 判定基準（3ΔPNO）※２ 結果 

Ｂ－ＳＧ 32% 6,673.2 psi 

4,611psi 

ＯＫ 

Ｃ－ＳＧ 
56% 6,601.5 psi ＯＫ 

28% 6,746.7 psi ＯＫ 

※１：Kansai Electric Power Takahama Unit 3 Tube Integrity Assessment by Foreign Object Wear, 

Electric Power Research Institute Steam Generator Management Program, July 21, 2020 

※２：高浜３号機の前回運転サイクル実績値より設定 

 

同表のとおり、高浜発電所３号機今回（第２４回）定期検査において減肉が認

められた伝熱管の破断圧力は 3ΔPNOを上回ることから、上記スクリーニング基
準を満足することを確認した。 
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ＳＧ伝熱管信号指示箇所補修概要図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機械式栓内の中子

にマンドレルをね

じ込む。 

機械式栓の取付要領 

機械式栓を伝熱管

に挿入し、マンド

レルを介して中子

を引き下げること

により、機械式栓

を押し広げる。 

ステップ１ ステップ２ 

概 
 
略 
 
図 

説 
 
明 

管 
 
板 

中子 

ﾏﾝﾄﾞﾚﾙ 

伝 
熱 
管 

蒸気出口 

湿分分離器 

気水分離器 

給水入口 

伝熱管 

管支持板 

管板 
水室 

１次冷却材出口 
（低温側） 

仕切板 １次冷却材入口 
（高温側） 

約 21ｍ 

施栓箇所 
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高浜発電所３号機 ＳＧ伝熱管の補修来歴

A-蒸気発生器
（3,382本）

B-蒸気発生器
（3,382本）

C-蒸気発生器
（3,382本）

合計
(10,146本）

施 栓 理 由
（）内は、実施した対策

使用前 ０ ０ １ １ 製作時の傷

第４回定検
(1989.10～1990.1)

７ １２ ４ ２３ 振止め金具部の摩耗減肉

第５回定検
(1991.2～5)

１ １ ０ ２
振止め金具部の摩耗減肉
（改良型振止め金具へ取替え）

第９回定検
(1996.3～6)

０ １ １ ２ 健全管の抜管調査

第１２回定検
(2000.2～4)

１ ３ ０ ４ 管板拡管部応力腐食割れ

第１３回定検
(2001.6～8)

５ ７ ５ １７
管板拡管部応力腐食割れ
（ショットピーニング施工）

第１５回定検
(2003.12～2004.3)

９４ １１０ １０７ ３１１
旧振止め金具部の摩耗減肉検出
（新型のＥＣＴ装置を適用）

第２１回定検
(2012.2～2016.2)

０ ０ １ １ 管板拡管部応力腐食割れ

第２２回定検
(2016.12～2017.6)

１ ０ ０ １ 管板拡管部応力腐食割れ

第２３回定検
(2018.8～2018.11)

１ ０ １ ２
Ｃ：管板拡管部応力腐食割れ
Ａ：微小な減肉信号

第２４回定検
（2020.1～）

０ １ １ ２ 外面からの摩耗減肉

累積施栓本数 １１０ １３５ １２１ ３６６

［施栓率］ ［３．３％］ ［４．０％］ ［３．６％］ ［３．６％］

○蒸気発生器１基あたりの伝熱管本数：３，３８２本

○定検回数の下部に記載しているカッコ内の年月は、解列～並列

○安全解析施栓率は１０％

（伝熱管の施栓率が１０％の状態において、プラントの安全性に問題がないことが確認されている）
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減肉により施栓した伝熱管が隣接伝熱管へ及ぼす影響 
 

 
表 減肉を有する施栓後の伝熱管の耐震性評価結果 

応力分類 発生応力＊５ 
および疲労累積係数 

許容値 裕度 

一次一般膜応力 152 MPa 334 MPa 2.1 
膜応力＋曲げ応力 161 MPa 434 MPa 2.6 
一次＋二次応力 156 MPa 492 MPa 3.1 
疲労累積係数 0.011 1 ‐ 

＊５ 最大減肉深さのＣ－ＳＧ（Ｘ３８，Ｙ３）で代表 
 
４．減肉した伝熱管の破断を想定した場合の影響 
１．～３．で述べた通り、減肉により施栓した伝熱管については、減肉の進

展性、強度および耐震性の観点から破損しないことを確認しており、他の健全

伝熱管へ影響を及ぼすことはないが、ここでは仮に減肉した施栓管が破断した

場合の影響を検討する。 
「発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査指針」の検討において、

伝熱管１本が破断しても隣接管へ有意な影響を与えないことが確認されている。 
その検討において根拠とされた実験は「蒸気発生器信頼性実証試験」（昭和５ 

０～５５年度：発電用熱機関協会）によるものであり、その中では、次の実験

および解析により、伝熱管が破断しジェット反力によって隣接管へ衝突しても、

隣接管に発生する応力は許容値以下であるため、有意な影響がないことを確認

している。 
また、今回減肉により施栓した伝熱管については、その内部に１次系系統圧

力がかかっておらず、破断時にジェット反力は生じないため、隣接管への影響

はない。 
 

解析：破断管の隣接管への衝突による発生応力を評価 実験：破断時のジェット反力を取得 

破断によるジェット流 

許容値 51.1kg/mm2
 

添付資料－４０（３／３）

－153－



従
前
の
対
策

（
高
浜
３
号
機
第
２
３
回
定
検
以
前
）

（
高
浜
４
号
機
第
２
１
回
定
検
以
前
）

前
回
（
高
浜
３
号
機
第
２
３
回
定
検
）
対
策

前
回
（
高
浜
４
号
機
第
２
２
回
定
検
）
対
策

機 器 ⽴ 入 対 策

・
機
器
内
部
に
⽴
ち
⼊
る
作
業
前
に
、
作

業
服
、
靴
等
に
異
物
の
付
着
が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
（
本
人
で
も
可
）
。

・
機
器
内
部
に
⽴
ち
⼊
る
作
業
前
に
、
作
業

服
、
靴
等
に
異
物
の
付
着
が
な
い
こ
と
を

本
人
以
外
が
確
認
す
る
。

・
機
器
内
部
に
⽴
ち
⼊
る
作
業
前
に
、
作
業
服
、
靴

等
に
異

物
の
付
着
が
な
い
こ
と
を
本
⼈
以
外
が

確
認
す
る
。

・
機
器
内
部
に
⽴
ち
⼊
る
前
に
、
器
内
作
業
⽤
の
作

業
服
に
着
替
え
、
靴
カ
バ
ー
を
着
用
す
る
。

・
開
⼝
部
に
周
辺
作
業
と
隔
離
し
た
エ
リ
ア
を
設
け

る
。

垂 直 配 管 取 付 弁

・
最
終
異
物
確
認
は
直
接
⽬
視
に
て
実
施

（
手
鏡
等
を
使
用
）

・
弁
点
検
時
は
、
弁
箱
内
部
に
使
用
す
る
機

材
（
ウ
エ
ス
含
む
）
に
異
物
の
付
着
が
な

い
こ
と
を
確
実
に
事
前
確
認
す
る
。

・
最
終
異
物
確
認
時
に
直
接
⽬
視
で
異
物
確

認
で
き
な
い
範
囲
は
、
小
型
カ
メ
ラ
で
確

認
す
る
。
【
自
主
対
応
】

・
弁
点
検
時
は
、
弁
箱
内
部
に
使
用
す
る
機
材
（
ウ

エ
ス
含
む
）
に
異
物
の
付
着
が
な
い
こ
と
を
確
実

に
事
前
確
認
す
る
。

・
最
終
異
物
確
認
時
に
直
接
⽬
視
で
異
物
確
認
で
き

な
い
範
囲
は
、
小
型
カ
メ
ラ
で
確
認
す
る
。

・
ウ
エ
ス
は
、
新
ウ
エ
ス
を
使
用
す
る
。

・
新
ウ
エ
ス
は
再
使
⽤
ウ
エ
ス
と
区
別
し
て
管
理
す

る
。

そ の 他

・
保
温
材
の
切
れ
端
等
の
清
掃
・
⽚
づ
け
は
⼀
作
業

⼀
⽚
づ
け
を
徹
底
し
、
作
業
服
、
靴
の
異
物
付
着

確
認
を
⾏
う
。
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グ
レ
ー
チ
ング

主
給
水
系
統
へ
Ｓ
Ｇ
水
張
ポ
ンプ
へ

機
器
内
部
へ
⽴
ち
⼊
る
直
前
に

器
内
作
業
用
の
作
業
服
に
着
替
え
、

靴
カ
バ
ー
を
着
用
す
る
。

ポ
ン
プ

ﾀ
ｰ
ﾋ
ﾞﾝ
建
屋
２
階

ﾀ
ｰ
ﾋ
ﾞﾝ
建
屋
１
階

ス
トレ
ー
ナ

機
器
内
部
へ
⽴
ち
⼊
る
直
前
に

器
内
作
業
用
の
作
業
服
に
着
替
え
、

靴
カ
バ
ー
を
着
用
す
る
。

区
画
エ
リア

区
画
エ
リア

マン
ホ
ー
ル
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小
型
カ
メ
ラ

再再
新
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作業手順書見直し（保温）

追
 
記
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追
 
記

作業手順書見直し（弁）
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追
 
記

追
 
記

作業手順書見直し（弁）
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作業手順書見直し（ストレーナ）

追
 
記



作業手順書見直し（脱気器タンク）

追
 
記
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追
 
記

作業手順書見直し（脱気器タンク）
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追
 
記

作業手順書見直し（脱気器タンク）
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追
 
記

作業手順書見直し（脱気器タンク）
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Ａ Ｓ
Ｇ Ｂ Ｓ
Ｇ Ｃ Ｓ
Ｇ

補
助

給
水
ポ
ン
プ

水
源

タ
ン
ク
よ
り

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｂ
高

圧
給
水

加
熱
器

Ａ
高
圧

給
水
加

熱
器

Ｍ

Ａ
タ
ー
ビ
ン
動

主
給

水
ポ
ン
プ

Ａ
タ
ー
ビ
ン
動

主
給

水
ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ

Ｓ

Ｍ
Ｂ
タ
ー
ビ
ン
動

主
給

水
ポ
ン
プ

Ｂ
タ
ー
ビ
ン
動

主
給

水
ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ

Ｓ

Ｍ
電

動
主

給
水

ポ
ン
プ

電
動

主
給

水
ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ

Ｓ

Ｓ
Ｇ
水

張
ポ
ン
プ

脱
気

器
タ
ン
ク

Ｓ Ｓ

フ
ィ
ル

タ
メ
ッ
シ
ュ

1μ
m

脱
気
純

水
ポ
ン
プ
よ
り

脱
気
器

脱
気
器

Ｓ

Ｓ
Ｇ
水

張
系

統
か
ら
の

異
物

混
入
対
策
（
ス
ト
レ
ー
ナ
設
置
）

ス
ト
レ
ー
ナ
仕
様

・
配
管
口
径
：
21

6.
3ｍ
ｍ

・
材

質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

・
網

目
：
約

0.
4ｍ
ｍ
角

【
ス
ト
レ
ー
ナ
設
置
イ
メ
ー
ジ
】

：
水
の
流
れ
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〇
異
物
の
Ｓ
Ｇ
内
で
の
挙
動
は
、
次
の
と
お
り
分
類
さ
れ
る
。

異
物
の
落
下
⼒
が

流
体
抗
⼒
を
上
回
る

異
物
が
Ｂ
Ｅ
Ｃ
⽳
ベ

イ
部
よ
り
も
小
さ
い

運
転
中
の

異
物
の
挙
動

（
減
肉
可
能
性
）

プ
ラ
ン
ト
停
止

以
降
の

異
物
の
挙
動

・
異
物
は
浮
き
上
が
ら
な
い
た
め
管
板

上
⾯
で
滞
留

・
伝
熱
管
と
接
触
し
た
場
合
は
減
肉
の

可
能
性
あ
り

・
ス
ラ
ッ
ジ
ラ
ン
シ
ン
グ
ま
た
は
管
板

上
面
点
検
で
検
出
可
能
で
あ
る
。

・
点
検
の
結
果
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ
に
該

当
す
る
異
物
は

SG
内
に
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。

異
物
は
管
板
上
⾯
で
滞
留

異
物
は
第
⼆
お
よ
び
第
⼀
管
⽀
持
板
、

流
量
分
配
板
、
管
板
へ
向
か
っ
て
落
下

異
物
が
残
留
し
た

場
合
の

検
出
可
能
性

Ye
s

Ye
s

No

No

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
※伝
熱
管

Ｂ
Ｅ
Ｃ
穴

ベ
イ
部

・
異
物
は
Ｂ
Ｅ
Ｃ
⽳
ベ
イ
部
を
通
過
・

上
昇
し
２
次
側
器
内
で
流
体
と
と
も

に
移
動

・
異
物
は
管
⽀
持
板
に
保
持
さ
れ
な
い

た
め
、
減
肉
の
可
能
性
な
し

・
プ
ラ
ン
ト
停
⽌
以
降
に
管
板
ま
で

落
下
す
る
と
考
え
ら
れ
、
ス
ラ
ッ
ジ

ラ
ン
シ
ン
グ
で
検
出
可
能
で
あ
る
。

・
ま
た
、
更
な
る
異
物
調
査
と
し
て
、

Ｎ
２
バ
ブ
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
が
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ
に
該
当
す
る
異
物
は

SG
内
に
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

異
物
は
各
管
⽀
持
板
、
流
量
分
配
板
、

管
板
へ
向
か
っ
て
落
下

・
異
物
は
第
⼆
ま
た
は
第
三
管
⽀
持
板

下
面
で
保
持

・
伝
熱
管
と
接
触
し
て
保
持
さ
れ
た
場

合
は
減
肉
の
可
能
性
あ
り

・
ス
ラ
ッ
ジ
ラ
ン
シ
ン
グ
、
管
板
、
流

量
分
配
板
、
第
⼀
ま
た
は
第
⼆
管
⽀

持
板
上
面
点
検
で
検
出
可
能
で
あ
る
。

・
点
検
の
結
果
、
Ａ
，
Ｃ
－
Ｓ
Ｇ
で

⾦
属
⽚
が
１
つ
ず
つ
確
認
さ
れ
た
。

・
な
お
、
想
定
異
物
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
Ｓ
Ｇ
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン

系
統
か
ら
流
出
し
た
と
考
え
る
。

※
回
収
し
た
⾦
属
⽚
、

想
定
異
物

2

約
11

.5
m

m

約
6.

3m
m
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〇
Ｃ
－
Ｓ
Ｇ
で
回
収
した
⾦
属
⽚
お
よ
び
想
定
され
る
異
物
が
、前
々
回
定
検
以
前
に
Ｓ
Ｇ
器
内
に
流
⼊
した
場
合
の
挙
動
に
つ
い
て
考
察
した
。

〇
下
図
の
通
り、
Ｓ
Ｇ
器
内
へ
流
⼊
して
か
ら前
回
定
検
ま
で
の
間
は
伝
熱
管
を
減
⾁
させ
る
よ
うな
接
触
状
態
に
は
な
く、
前
回
運
転
サ
イク
ル
時
に
、伝
熱
管
との
接
触

お
よ
び
減
肉
が
生
じた
も
の
と推
定
した
。

当
該
伝
熱
管

（
X3

8,
Y3
）

前
回
定
検

点
検
実
施
範
囲

当
該
伝
熱
管

（
X5

4,
Y4
）

Ｃ
－
Ｓ
Ｇ

Ｂ
－
Ｓ
Ｇ

＃
４
Ｔ
Ｓ
Ｐ

今
回
減
肉
発
生
箇
所

＃
３
Ｔ
Ｓ
Ｐ

＃
２
Ｔ
Ｓ
Ｐ

＃
１
Ｔ
Ｓ
Ｐ

F
D

B

前
回
定
検
時
の
異
物

滞
留
想
定
箇
所

Ｈ
Ｏ
Ｔ
⇒
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

の
⽔
平
⽅
向
流
れ

前
回
定
検
時
の
異
物

滞
留
想
定
箇
所

横
か
ら
⾒
た
図
（
左
図
視
野
）

視
野

低
温
側

Ｓ
Ｇ
器
内
流
⼊
後
〜
前
回

定
検
ま
で
の
挙
動

（
伝
熱
管
との
接
触
な
し）

添付資料－４７（３／３）

－168－


